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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

徳島市 水防訓練の実施

水害期を迎えるにあたり、災害発生時
における迅速かつ的確な対応により、被
害の軽減に努めるため、消防職・団員の
水防技術の向上及び習熟を図ることを目
的に実施しました。
（平成28年5月実施）

杭打積土のう工法 せき板（鋼板）工法

改良積土のう工法 月の輪工法

鳴門市

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）につい
て、自主防災会をはじめとした防災関係機関を
対象に説明会を実施し、洪水リスクの周知・啓
発に努めています。

平成28年6月に地域の自主防災体制の強化を
目的に鳴門市自主防災会連絡協議会で、また、
水防団の育成を目的に新団員等訓練の場で、さ
らに７月には、災害リスクを市役所全体の問題
として捉えるため、市職員を対象に洪水リスク
について説明会を実施しました。

洪水リスクの周知・啓発

消防団を対象とした説明会 市職員を対象とした説明会
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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

吉野川市 広報誌を活用した住民等
への周知

平成29年5月1日から「緊急速報メール」
を活用した洪水情報のプッシュ型配信の開
始を周知。

広報よしのがわ5月号

阿波市

阿波市では、土砂崩れや河川の増水など特殊
な機材等が必要とされた場合、状況に応じて登
録している団員に召集をかける【ハイパー消防
団員制度】を導入しております。

大規模災害対応に向けて、徳島河川国道事務
所指導のもと阿波市主催の水防訓練を実施しま
した。

「吉野川下流域の減災に係る取組方針」の一
環としてのこの訓練では、吉野川流域を管轄す
る消防団員および救援機動隊らが、ロープワー
クはもとより土のう作り、改良積土のう工、月
の輪工等の水防技術を学びました。

大規模災害に備え、消防団による
水防技術向上訓練を実施

土のう作り 月の輪工法-
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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

石井町 水防災意識向上のための
ロープワーク訓練を実施

自主防災組織等の
水防活動への参画を
促進するために国土
交通省の職員を招い
た水防災意識向上の
ためのロープワーク
訓練を実施しました。
（左写真は広報いし
い３月号を抜粋）

水防災意識社会再構築ビジョンのパネル展示・説明状況

松茂町 Ｏｕｒよしのがわで取組紹介

「知る」ための取組として、浸水想定区域図の
見直しを受けて、洪水ハザードマップの改定、
周知を行います。
「逃げる」ための取組として、町民の皆様に危
険が及ぶと判断された場合には、防災行政無線
や緊急速報メール（エリアメール）等によって
避難準備情報、避難勧告、避難指示を発信し、
避難時間を確保し、ひとりひとりの防災活動に
活用していただきます。

その他の事案に関しましても対策強化・充実
を関係者と連携しながら取り組みます。

Ｏｕｒよしのがわ 2016.12 Ｖｏｌ.7
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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

北島町 浸水歩行体験を実施

北島町では、総合防災訓練を実施し
ており、今年度は北島小学校にて開催
しました。この訓練において浸水時の
歩行体験が出来るコーナーを設け、浸
水時の避難行動の困難さを認識してい
ただきました。

浸水歩行体験の実施状況

藍住町

３か月に一度全戸配布している防災誌（防災
あいずみ）で、平成28年5月29日、藍住東小学
校で開催した防災・避難訓練の実施状況、台風
への備え、洪水浸水想定区域の見直しや区域図
の掲載ウェブサイトの周知、次回の防災・避難
訓練への参加促進などを周知。

防災・避難訓練の開催
広報誌を活用した住民等への周知

防災あいずみ 平成28年7月15日発行 第13号
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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

板野町 隣接市町における避難所の
指定

大規模な地震や風水害等の災害時、
一般の避難所では対応が困難であると
判断された要配慮者（災害時要援護
者）が避難を余儀なくされた場合に町
境にある町外の社会医療法人を『福祉
避難所』として利用できるよう協定を
締結しました。

広報いたの すがお 2016年12号（No.495）

上板町

平成28年9月3日に防災訓練を実施しました。
訓練当日は各小学校の生徒、自主防災組織をは
じめ多くの方に参加していただき、防災啓発を
行うことができました。水防団は、土のう作り
演習、月の輪工法の訓練を行いました。

土のう作り訓練の実施

土のう作り訓練の実施状況
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構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

徳島県 要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の支援

平成28年12月から平成29年1月にかけて要
配慮者利用施設の管理者に対する説明会を県
内各地で１０回開催し、水防情報や避難計画
作成について説明を行いました。

徳島県ウェブサイトで「要配慮者利用施設
の避難計画作成の手引き」を公開しました。

河川整備課内に避難確保計画作成に係る相
談窓口を設置しました。

説明会の開催状況

水資源機構

洪水時及び渇水時の旧吉野川河口堰での操作
について、毎年実施している管理運営協会で説
明を行っています。

旧吉野川河口堰で塩水を堰き止めて淡水とし、
安心安全に工業用水・水道用水・農業用水を取
水できるよう管理していますが、洪水時や渇水
時の旧吉野川河口堰の操作運用については、関
係機関の方々が十分に理解されていなかったた
め、今後も機会を捉えて関係機関の方々に対し
て情報提供を行っていこうと思います。

関係機関へ適切かつ確実に情
報伝達する体制や方法の改善

旧吉野川河口堰の操作について管理運営協会での説明状況

要配慮者利用施設に係る避難
計画作成に関する徳島県ウェ
ブサイト

-
 
7
 
-



構成機関の取組状況＜平成２８年度末＞

四国地方整備局

実務者のための水防災・減災ハンドブック

水防指導者の育成

伝統的な水防工法を基本として、現代
の技術を応用し、改良された最新の水防
工法まで幅広く学ぶことができ、水防指
導者の育成及び水防技術を後世へと伝承
していくことを目的に『実務者のための
水防災・減災ハンドブック』を作成しま
した。さらに、動画でもロープワークを
学ぶことができ、ハンドブックと併用す
ることによって効率よく技術を習得でき
るようにしました。

ダムの特別防災操作の検討

特別防災操作実施イメージ

特別防災操作：
下流河川で浸水被害が発生又は恐れがある場合にダム
の通常操作以上に貯留し、放流量を減少させる操作
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